
鳥取県・島根県・岡山県のインター 　「西部あおば幼稚園」を毎月訪問し， 　校内での研修や国際交流事業への

アクト部員が集まり，体験活動を通して 園児と遊んだり，先生方のお手伝いを 参加を通して，外国出身の方との

地域の良さを学び，交流します。 したりします。 交流を行います。

　障がい者の方々が参加するイベントで，

応援したりサポートしたりするお手伝いを 　大山で年に2回，春と秋にゴミ拾いをし

します。着ぐるみに入ることもあります。 セイタカアワダチソウを引っこ抜いてます。

ペットボトルキャップを回収して、

リサイクル工場にみんなで持って行きます。
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米子松蔭高等学校インターアクトクラブ

YONAGO SHOIN HIGH SCHOOL INTERACT CLUB

　インターアクトクラブって，あまり聞いたことがない方が多いと思います。

インターアクトクラブは鳥取県内には3つの高校にしかない珍しい部活動で，社会貢献やボランティア活動を中心に取り組んでいます。

また，インターアクトクラブはロータリークラブの支援を受けて設立されるクラブで，本校のインターアクトクラブは国際ロータリー第2690地区米子東ロータリークラブに

よって支援されています。

　米子松蔭高等学校インターアクトクラブは地域社会との関わりを大切にしていて，幼稚園との交流や学校周辺のゴミ拾い，自治体のボランティア活動に参加するなどして

地域をきれいにしたり，必要とされる役割をこなすことで地域へ貢献しようと取り組んでいます。

　交流の活動も大切にしていて，ボランティア活動を通じての幼稚園児との交流や老人ホームでのお年寄りの方たちとの交流，ロータリークラブの方たちとの交流に加えて

それぞれ年に1回開かれる，鳥取・島根・岡山県内の各校のインターアクトクラブが集まる大会や，鳥取県内のインターアクトクラブが集まる大会に参加します。

これらの大会に参加することで，同世代の仲間たちとの体験活動や意見交換を通して，知識を得たり刺激を受けたりして，今後の活動に生かすことができます。

　このような活動をすることで周りの人に喜んでいただけるだけでなく，自分自身も成長できます。

コロナ禍でできなくなってしまった活動もありますが，また交流ができるようになったいま，少しずつ活動を増やしていきつつあります。

社会貢献やボランティア活動に興味がある皆さん，私たちと一緒に新しいインターアクトクラブを作っていきませんか？

卒業生・部員の声

Aさん（病院勤務/2017年度卒業生） Bさん（大学生/2020年度卒業生） Cさん（部員/2022年度入部）

　インターアクト部の活動の中で嬉しかったのは，老人ホームでの 　インターアクト部ではペットボトルキャップの収集をしました。 　私は将来スクールカウンセラーになりたいと考えて

交流会で利用者さんから「楽しかった」「ありがとう」と言われた 校内から集めて洗った後にリサイクルセンターに持って行くの います。この部活では幼稚園児や近所の方，他校の

ことです。利用者さんの役に立てたと感じることができました。 ですが，最初の頃は地味な作業でこんなことをするんだと驚き 生徒など学校以外の人と関われるので将来に役立つと

現在作業療法士として働いていますが，対象者が困っていることや でした。現在大学で廃棄物学を専攻しているので，リサイクルの 思います。幼稚園に持っていくプレゼントを，季節に

できるようになりたいことを聞き，少しでもよくなるように寄り 循環や私たちが出すゴミの行方などについて知ったり考えたり 合わせて考えたり作ったりするのも楽しいです。学校の

添う姿勢や思いは，インターアクトの経験が役に立っています。 することを高校時代に体験したことが，今に役立っています。 周辺の清掃活動で町の人に喜ばれるのも嬉しいです。


